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公益財団法人イオン環境財団 

 

 

環境のために、ひとりひとりができること。２１,４７０作品中１３９作品が入賞 

「地球にやさしい作文・活動報告コンテスト」表彰式を開催 
 

 

 公益財団法人イオン環境財団（理事長 岡田卓也 イオン株式会社名誉会長相談役、以下

当財団）は２月８日（日）、読売新聞社とともに「地球にやさしい作文・活動報告コンテ

スト」（以下、当コンテスト）の表彰式を開催します。 

 

 当コンテストは、小中高生を中心に環境保全に関する意見や実践活動の報告、ポスター

等を募り、顕彰するものです。より多くの方々に環境問題に対する意識を高めていただく

ことを目的として、読売新聞社により１９９１年に創設されました。当財団は、この取り

組みの趣旨に賛同し、２０１２年より店頭ポスターなどを通じて広く公募しています。 

２４回目の開催となる今回は、昨年５月３０日（金）から９月３０日（火）までの期間、

環境保護に関する作文や活動報告文、ポスター等を募り、全国から合計２１,４７０作品 

が寄せられました。有識者を中心とした審査委員会による厳正な審査のもと、「作文・

活動報告部門内閣総理大臣賞」の山田 和彦さんをはじめ、文部科学大臣賞、優秀賞、   

入選などのべ１３９人が入賞しました。また、１０作品以上の応募があった学校の中から

特に優秀と認められた学校に、「イオン環境財団賞（学校賞）」を顕彰します。表彰式で

は、各大臣賞、優秀賞、イオン環境財団賞の受賞者１５名を表彰します。 

 

当財団は、次代を担う若い世代の方々に環境や生物多様性への理解を深めてもらうべく、

当コンテストのほか、２０１２年より「アジア学生交流環境フォーラム（ＡＳＥＰ）」を

開催しています。昨年は日本、中国、韓国、マレーシア、ベトナムの大学生８０人が中国

に集まり、「水と人」をテーマに湿地帯や砂漠、世界遺産である都江堰でのフィールド

ワーク、当財団が２００９年に１００万本植樹を達成した万里の長城での育樹活動などを

実施しました。 

イオンは、次代を担う子どもたちに美しい水と緑を継承し、人と自然が共生する「夢の  

ある未来」を実現するために、これからもさまざまな取り組みを行ってまいります。 

 

 

【「地球にやさしい作文・活動報告コンテスト」表彰式について】 

１．日 時：２月８日（日）１４:００～１５:００ 

２．場 所：読売新聞東京本社１３階 会議室 

       （東京都千代田区大手町１－７－１）  

３．受 賞 者：１５名（各大臣賞、優秀賞、イオン環境財団賞の受賞者） 

４．主な出席者：文部科学省         初等中等教育局主任視学官 清原 洋一 様 

       環境省           総合環境政策局環境教育推進室長  鈴木 義光 様 

       読売新聞東京本社      常務取締役広告担当    髙橋 信義 様 

       公益財団法人イオン環境財団 理事長           岡田 卓也 

５．スケジュール：１４:００     開    会 

       １４:１５        表    彰 

       １４:４０        審査講評 

       １４:４５        記念撮影 

 



【「地球にやさしい作文・活動報告コンテスト」について】 

１．主 催：読売新聞社 

２．共 催：公益財団法人イオン環境財団 

３．後 援：文部科学省、環境省、全国都道府県教育委員会連合会、リデュース・リユー

ス・リサイクル推進協議会、公益財団法人キープ協会、公益財団法人ボーイ

スカウト日本連盟、公益社団法人ガールスカウト日本連盟 

４．募集部門：①作文・活動報告部門（小学生の部、中学生の部、高校生／一般の部） 

「環境のために、ひとりひとりができること。」についての意見や提案など

の作文、また実際に行っている活動の報告文 

※４００字詰め原稿用紙に日本語で３枚（１２００字）以内 

②デザイン・マンガ・ポスター部門（小学生の部、中学生の部） 

「環境のために、ひとりひとりができること。」を提案する内容のデザイン

やマンガ、ポスターなどの作品 

※Ａ４サイズ以上四つ切りサイズ（５４ｃｍ×３８ｃｍ）以下の紙１枚を

使用。縦横、画材は自由。 

５．審査員：①作文・活動報告部門 

  (敬称略)   ジャーナリスト            幸田  シャーミン  

フリーアナウンサー          魚住  りえ     

文部科学省初等中等教育局主任視学官  清原  洋一     

環境省総合環境政策局環境教育推進室長 鈴木  義光     

読売新聞東京本社編集局科学部長    長谷川 聖治     

公益財団法人イオン環境財団事務局長  山本  百合子 

      ②デザイン・マンガ・ポスター部門 

       京都造形芸術大学芸術学部マンガ学科教授・漫画家 牧野  圭一     

環境省総合環境政策局環境教育推進室長 鈴木  義光  

読売新聞東京本社編集局科学部長    長谷川 聖治  

６．入賞者：①作文・活動報告部門 

賞名 タイトル 氏名 

内閣総理大臣賞 ごみの海 山田
や ま だ

 和彦
かずひこ

 

 

      ＜小学生の部＞ 

文部科学大臣賞 おさがりの お のきもち 山下
やました

 仁子
に こ

 

優秀賞 ありがとう 深谷
ふ か や

 亮
りょう

太
た

 

優秀賞 地球にやさしい ばあちゃんの野菜 鈴木
す ず き

 愛
ま

渚
な

 

      ※そのほか入選 ５名、奨励賞 ３０名 

 

      ＜中学生の部＞ 

文部科学大臣賞 「土に還る」とは 栗林
くりばやし

 愛子
あ い こ

 

優秀賞 今、私達にできること 大木
お お き

 野乃
の の

花
か

 

優秀賞 父の畑から学んだこと 加木屋
か ぎ や

 日奈
ひ な

 

※そのほか入選 ５名、奨励賞 ３０名 

 

 



      ＜高校生／一般の部＞ 

環境大臣賞 最後まで飼ってあげてください 小山
こ や ま

 祥
よし

広
ひろ

 

優秀賞 「つくば」にありがとう 小林
こばやし

 美枝子
み え こ

 

優秀賞 孫への「読み聞かせ」の中で 西村
にしむら

 捷
かつ

敏
とし

 

      ※そのほか入選 ５名 

 

      ②デザイン・マンガ・ポスター部門 

      ＜小学生の部＞ 

環境大臣賞 美しき自然 未来に残そう 溝口
みぞくち

 志
し

歩
ほ

 

優秀賞 守れみんなのちゅら海を 山岡
やまおか

 桜子
さくらこ

 

      ※そのほか入選 ５名、奨励賞 ２０名 

 

      ＜中学生の部＞ 

環境大臣賞 エコ 見直そう 榊
さかき

  由
ゆ

衣
い

 

優秀賞 ひとしずくの水につながる命 福田
ふ く だ

 詩
し

歩
ほ

 

      ※そのほか入選 ５名、奨励賞 ２０名 

 

      ＜学校賞＞ 

イオン環境財団賞 大阪府 吹田市立南山田小学校 

 

   （詳細はこちら：http://www.yomiuri.co.jp/adv/sakubun/index.html） 

 

 


